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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】開腹手術または内視鏡、特に腹腔鏡手術のため
エアロゾルを施与するための医療器具を提供する。
【解決手段】エアロゾルラインを介して生成装置１２に
流体的に接続されたエアロゾル出口１６を備えた医療器
具１０であり、生成装置１２は、医療器具１０によって
分配するためのエアロゾルを生成するように構成される
。さらに、生成装置１２の実施形態では、例えば、器具
１０を備えた装置１１において使用できる生成装置１２
があり、生成装置１２は、液体およびガスを一緒に混合
するための混合ユニット２５を備え、この混合ユニット
２５は、混合ユニット２５に液体を供給するために液体
容器に接続され、その場合、生成装置１２は、液体を液
体容器から混合ユニット２５に押し出すために、圧力下
にあるガスのガス圧を利用して液体に圧力をかけるよう
に構成される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアロゾル出口（１６）を備えた医療器具（１０）であって、
　前記器具（１０）は、エアロゾルライン（２０）によって生成装置（１２）に流体的に
接続され、
　前記生成装置（１２）は、前記医療器具（１０）によって分配するためのエアロゾルを
、ガス流によって液体を蒸発させることによって生成するように構成される、
　医療器具（１０）。
【請求項２】
　前記生成装置（１２）は、前記器具（１０）の医療用途での使用中に、前記ベースによ
って支持される、
　請求項１に記載の器具（１０）。
【請求項３】
　前記生成装置（１２）と前記エアロゾル出口（１６）との間、または前記生成装置（１
２）と前記器具（１６）との間の前記エアロゾルライン（２０）の長さは、少なくとも１
メートル、好ましくは少なくとも２メートルである、
　請求項１または２に記載の器具（１０）。
【請求項４】
　前記生成装置（１２）は、前記液体が電動ポンプなしで前記生成装置（１２）に搬送さ
れるように構成される、
　請求項１から３のいずれか一項に記載の器具（１０）。
【請求項５】
　前記器具および／または前記生成装置（１２）は、電動ポンプなしで前記エアロゾルを
前記エアロゾル出口（１６）に搬送するように構成される、
　請求項１から４のいずれか一項に記載の器具（１０）。
【請求項６】
　例えば、請求項１から５のいずれか一項に記載の器具（１０）を備えた装置（１１）用
の生成装置（１２）であって、
　前記生成装置（１２）は、液体およびガスを一緒に混合するための混合ユニット（２５
）を備え、
　前記混合ユニット（２５）は、前記混合ユニット（２５）に液体を供給するために液体
容器（４９）に接続され、
　前記生成装置（１２）は、前記液体を前記液体容器（４９）から前記混合ユニット（２
５）に押し出すために、圧力下のガスのガス圧を利用して前記液体に圧力をかけるように
構成される、
　生成装置（１２）。
【請求項７】
　前記生成装置（１２）は、加圧ガス用の供給源（３６）としてのガスボトル（３６）ま
たは固定式加圧ガスネットワークに接続される、
　請求項６に記載の生成装置（１２）。
【請求項８】
　前記液体は、前記加圧ガスで圧力をかけることができる加圧容器（３６）内に含まれる
、
　請求項６または７に記載の生成装置（１２）。
【請求項９】
　前記生成装置（１２）は、前記液体を前記混合ユニット（２５）に搬送するために外側
から前記液体容器（４９）に圧力がかけられるように構成される、
　請求項６から８のいずれか一項に記載の生成装置（１２）。
【請求項１０】
　前記液体容器（４９）は、圧縮されるように構成される、



(3) JP 2020-62390 A 2020.4.23

10

20

30

40

50

　請求項６から９のいずれか一項に記載の生成装置（１２）。
【請求項１１】
　前記液体容器（４９）は、バッグであり、特に病院で使用されるような生理食塩水用の
標準バッグである、
　請求項１０に記載の生成装置（１２）。
【請求項１２】
　前記液体容器（４９）は、加圧容器（４５）内に配置され、
　前記加圧容器（４５）は、加圧ガスを装填可能である、
　請求項１０または１１に記載の生成装置（１２）。
【請求項１３】
　前記ガスの前記ガス圧は、前記液体容器（４９）上に直接作用する、
　請求項１０から１２のいずれか一項に記載の生成装置（１２）。
【請求項１４】
　前記混合ユニット（２５）は、狭窄部（２７）を備えたチャネル（２６）を有し、
　前記チャネル（２６）は、前記狭窄部（２７）の上流の圧力源（３６）に接続され、
　前記液体容器（４９）は、前記狭窄部による圧力降下によって前記液体を前記液体容器
（４９）から前記チャネル（２６）内に搬送するために、前記狭窄部（２７）においてお
よび／または前記狭窄部（２７）の下流で前記チャネル（２６）に接続される、
　請求項６から１３のいずれか一項に記載の生成装置（１２）。
【請求項１５】
　前記チャネル（２６）は、前記狭窄部（２７）の上流で、前記圧力源（３６）に接続さ
れ、
　前記生成装置（１２）は、前記圧力源を使用して前記液体に圧力をかける、
　請求項１４に記載の生成装置（１２）。
【請求項１６】
　前記圧力源（３６）に接続されたライン（３５、２６）は、前記ライン（３５、３６）
から前記狭窄部（２７）にガスを提供し、前記液体に圧力をかけるためのガスを提供する
ために、前記狭窄部（２７）と前記圧力源（３６）との間で分岐する、
　請求項１５に記載の生成装置（１２）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エアロゾルを施与するための医療器具、およびエアロゾルの生成装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　国際公開第２０１１／０２９５７２号および国際公開第２０１１／０２９５７３号は、
器具の遠位端上にヘッドを備える医療器具を開示しており、ここでは、液体、特に生理食
塩水、およびガス、例えばＣＯ２が、ガス内で細かく分割された液滴の混合物（エアロゾ
ル）を器具によって分配するために組み合わせられる。
【０００３】
　公報の欧州特許出願公開第０７４０９２６号明細書は、エアロゾルジェット形成構成要
素を備える装置を説明している。
【０００４】
　医療器具、特に医療器具の遠位端上にあるヘッド、またはアプリケータは、清潔で無菌
である必要があるため、単回使用を意図することが多い。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、エアロゾルを分配するための器具の改良された概念を述べることであ
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る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的は、請求項１に記載の医療器具、および請求項６に記載のエアロゾルの生成装
置によって達成される。
【０００７】
　本発明の１つの態様では、医療器具が、開示される。本発明による医療器具は、医療器
具によってエアロゾルを分配するためのエアロゾル出口を有する。エアロゾルライン、特
に好ましくはエアロゾルホースライン（以下、ホースラインとも呼ばれる）によって、器
具は、生成装置に流体的に接続され、この生成装置はエアロゾルを生成し、医療器具によ
ってエアロゾルを分配するためにエアロゾルラインにエアロゾルを供給するように構成さ
れる。生成装置は、ガス流により液体を気化させることによってエアロゾルを生成するよ
うに構成される。
【０００８】
　本発明による医療器具の実施形態は、例えば、開腹手術または内視鏡、特に腹腔鏡手術
のための器具であってよい。
【０００９】
　実施形態を考慮すると、器具はハンドリングセクションを有し、このハンドリングセク
ションは、エアロゾル出口を有し、ハンドリングセクションは、エアロゾルライン、例え
ばエアロゾルホースラインによって生成装置に流体的に接続される。
【００１０】
　例えば、ハンドリングセクションは、アプリケータまたはハンドグリップ部によって形
成され得る。ハンドリングセクションは、医療器具で実施される処置中に医療器具を案内
、制御するように、および／または、例えば、エアロゾルの所望の分配方向にエアロゾル
出口を配向するように構成される。
【００１１】
　例えば、医療器具は、エアロゾルを分配するためのプローブであってよく、このプロー
ブは、プローブの遠位端が内視鏡の遠位端上の作業チャネルから突出するように、内視鏡
の作業チャネル内に配置されるように構成され得る。出口は、プローブの遠位端上に配置
され得る。
【００１２】
　医療器具は、使用後に医療器具をエアロゾルの生成装置から結合解除して、例えば未使
用の医療器具を生成装置に接続するために、生成装置に取り外し可能に接続されることが
好ましい。
【００１３】
　医療器具は、器具内に、例えば器具のハンドリングセクション内に、エアロゾル生成ユ
ニットまで互いに独立してガスおよび液体を搬送するための個別のガスおよび流体のライ
ンが必要とされないような範囲で簡易化され得る。生成装置から器具まで、諸実施形態で
はハンドリングセクションまでの好ましくは可撓性のエアロゾルラインで十分となる。当
然ながら、医療器具は追加のライン、これもまたガスラインまたは流体ラインおよび／ま
たは電気ラインを備えることができ、これらのラインは器具まで、この実施形態ではハン
ドリングセクションまで繋がることができるが、好ましくは、医療器具内、例えば医療器
具のハンドリングセクション内のエアロゾル生成には使用されない。
【００１４】
　器具内、例えば器具のハンドリングセクション内またはハンドリングセクション上に、
エアロゾルを生成するための混合ユニットへの２つの専用ラインを備えた器具とは対照的
に、器具内、例えば器具のハンドリングセクション内またはハンドリングセクション上に
、エアロゾルを生成するための生成装置が不在である場合、開発および製造コストを低減
することが可能である。単回使用製品の場合、開発および製造コストは、特に低くしなけ
ればならない。これにより、医療器具は開発および製造に関して特に費用対効果が高くな
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る。医療器具は、単回使用器具であってよい。
【００１５】
　好ましくは、エアロゾルラインを用いて、エアロゾルの生成装置と器具との間、諸実施
形態では、エアロゾルの生成装置とハンドリングセクションとの間、または生成装置とエ
アロゾル出口との間に大きな距離を実現することが可能である。好ましくは、生成装置と
エアロゾル出口または器具との間のエアロゾルラインの長さは、少なくとも１メートル、
特に好ましくは少なくとも２メートルである。
【００１６】
　器具の使用中、エアロゾルの生成装置は、好ましくは、例えば運搬装置を介してベース
によって支持される。生成装置は、例えば、ベースによって支持される運搬装置によって
運ばれ得る。そのような実施形態を参照すれば、器具のユーザは、器具の医療用途での使
用中、生成装置の重量を自分で運ぶ必要はない。例えば、生成装置は、電極に印加される
電気ＨＦ出力を提供するデバイス上に配置されてよく、その電極は、本発明の器具の実施
形態では、器具内または器具上、例えば、ハンドリングセクション内またはハンドリング
セクション上に配置され得る。装置は、例えば運搬装置を介してベースによって支持され
得る。
【００１７】
　器具またはもしある場合ハンドリングセクションは、好ましくは、生成装置に対して移
動され得る。生成装置は、医療用途での使用中に器具の移動によって生成装置が器具と共
に必ずしも移動されないように、器具、またはもしある場合ハンドリングセクションから
結合解除され得る。好ましくは、生成器具は、本発明による器具を備える装置の近位端上
に配置される。代替的または追加的に、ハンドリングセクションは、本発明による器具を
備える装置の遠位端上に配置される。
【００１８】
　器具を備えた装置は、電動ポンプなしで液体が生成装置に搬送される場合、特にコスト
効果が高く、それと共に特に静かに簡単に制御する。液体を混合ユニットに押し込むこと
による液体の受動的な輸送または混合が大気圧を超える圧力によって、および／またベン
チュリポンプまたはジェットポンプの原理に基づく吸引によって達成される場合、例えば
シリンジポンプまたはローラポンプなどの液体用の能動的搬送ユニットを省略することが
できる。
【００１９】
　本発明の別の態様では、エアロゾルを生成することができる生成装置が、述べられる。
例えば、生成装置は、本明細書に説明する本発明の器具を備えた装置において使用され得
る。しかし、生成装置は、本明細書において説明する本発明の器具の実施形態とは無関係
に使用することもできる。本発明による生成装置は、器具によってエアロゾルを分配でき
るように、例えば開腹手術または内視鏡、特に腹腔鏡手術のために、エアロゾルで器具を
装填するために使用され得る。
【００２０】
　生成装置は、液体およびガスを互いに混合してエアロゾルを生成するための混合ユニッ
トを備える。混合ユニットは、混合ユニットに液体を供給するために液体容器に接続され
る。生成装置は、液体を液体容器から混合ユニットに押し出すために、大気圧を上回る圧
力がかけられたガス（加圧ガス）のガス圧力を使用して液体を加圧するように構成される
。そうする際、ガスは、液体表面を直接押すことができる。あるいは、ガスは、容器、例
えば液体を含むバッグを押してもよい。ガスは、ピストンまたは膜を押しつけ、ピストン
または膜はさらに、液体または液体容器、例えばバッグを直接押してもよい。
【００２１】
　圧縮可能な液体容器、例えば、混合ユニットとの接続のためのポートまで閉じられたバ
ッグが加圧容器内に配置される、本発明による生成装置の実施形態は、液体の供給が、例
えば液体容器、例えばバッグ、または液体容器を含む加圧容器の配向に関係無いことを確
実にすることができるという利点を有する。
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【００２２】
　好ましくは、液体供給は、液体容器の位置とは関係ない。これは、好ましくは、液体容
器の配向および位置に関係なく、液体を供給するための混合ユニットの接続部上に作用す
る最小液体圧力が常に存在するということで達成される。これは、液体に圧力をかけるこ
とによって達成され得る。
【００２３】
　生成装置が、加圧ガスの供給源として、例えばガスボトルなどの固定式もしくは可動式
加圧貯蔵装置、または固定式加圧ガスネットワークに接続される場合、装置は特に簡単で
ある。例えば、ＣＯ２がガスとして使用されてよい。好ましくは、供給源は、数バールの
圧力のガスを提供するように構成される。
【００２４】
　エアロゾルを生成するために液体と混合されるガスと、液体を押すように決定されるガ
スとが、同じガス源から発生する場合、２つの独立したガス源（例えば２つのガスボトル
）を提供する必要はない。むしろ、１つのガス源（例えば、１つのガスボトル）で十分で
あり、前記ガス源は、混合ユニットに供給するために、および液体容器内の液体に圧力を
かけるためにガスを送出する。
【００２５】
　この実施形態では、液体を混合ユニットに搬送するために、外部からの圧力が液体を含
む液体容器にかけられる。
【００２６】
　好ましくは、液体容器は、液体容器を圧力によって圧縮できるようにするために、した
がって液体を液体容器から混合ユニットに押し出すために、圧縮されるように構成され、
意図される。
【００２７】
　例えば、液体容器は、バッグであってよい。好ましくは、生成装置が使用される病院内
で利用可能であるような標準バッグが使用される。標準的なバッグが使用される場合、装
置用の特別な液体容器の充填が省略され得る。例えば、流体は、無菌の等張生理食塩水で
あってよい。例えば、バッグは、病院内で一般的に使用されるような輸液バッグであって
よい。
【００２８】
　この実施形態では、液体容器は加圧容器内に配置され、その場合、液体を液体容器から
混合ユニットに押し出すために加圧容器に圧力がかけられる。加圧容器では、ガスのガス
圧力は、液体容器上に直接作用することができる。これにより、生成装置が特に簡単にな
る。あるいは、圧力は、例えば、膜またはピストン上に作用することができ、この膜また
はピストンは液体容器上に作用する。または、液体は、ピストンによって互いに分離され
た２つの作業チャンバの一方内のシリンダー内に配置され、その場合、他方の作業チャン
バは、液体をピストンによって作業チャンバから押し出すために加圧ガスによって加圧さ
れる。
【００２９】
　諸実施形態では、加圧容器の壁が液体が流出するのを防止するという点で、加圧容器自
体が液体容器であってよい。圧力は、チャンバ内の流体レベルの上方の加圧ガスによって
かけることができ、前記ガスは、液体を加圧容器から押し出すために液体表面と潜在的に
接触している。
【００３０】
　好ましくは、混合ユニットは、液体をガスと混合するためにベンチュリポンプまたはジ
ェットポンプ原理に従って機能する。混合ユニットは、好ましくは、狭窄部を備えたチャ
ネルを備え、その場合、チャネルは、狭窄部の上流の圧力源に接続され、そしてその場合
、流体容器は、狭窄部の下流および／または狭窄部のチャネルに接続される。チャネルが
狭窄部の上流で加圧ガスによって供給される場合、ガスの流れは加速され、狭窄部内およ
び狭窄部の下流の静圧が狭窄部によって低下する。流体ラインが液体容器から、混合ユニ
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ットへの静圧が低下した領域に接続される場合、静圧の低減により、エアロゾルを生成す
るために加速ガスによって引き寄せられる液体によるチャネルの装填が促進される。
【００３１】
　チャネルが狭窄部の上流で加圧ガスの同じ圧力源に接続される場合、特に簡単な設計が
得られ、この圧力源もまた、液体容器内の液体に圧力をかけて前記液体を混合ユニットに
押し入れるように構成される。特に、チャネルは、例えば、ガスボトルまたは加圧ガスネ
ットワーク、例えば、建物、特に病院の建物の加圧ガスネットワークなどの加圧ガス貯蔵
装置（固定式または可動式）に接続され得る。その場合、加圧ガス貯蔵装置または加圧ガ
スネットワークもまた、流体容器内の流体に圧力を加えるように構成される。例えば、チ
ャネルの狭窄部と圧力源との間に、２つのブランチラインを備えたライン分岐点を設ける
ことができ、その場合、一方のブランチラインは狭窄部につながり、他方は加圧容器につ
ながる。生成装置が圧力源に接続されたラインを備え、前記ラインは、ラインから狭窄部
にガスを供給し、ガスをもたらして圧力を液体にかけるために、狭窄部と圧力源との間を
分岐する場合、そのような分岐点は、好ましくは、混合ユニット内に配置される。圧力源
からのガス流は、２つの部分流に分割され、その第１の部分流は、混合ユニットに流れ、
第２の部分流は、第２の部分流によって液体に圧力をかけるために液体容器に流れる。
【００３２】
　装置では、エアロゾルラインを介してエアロゾルを分配するための器具が、本明細書に
説明するように生成装置に接続され、その場合、器具が使用されている間、エアロゾルラ
インおよび生成装置の近位端は、患者の体外にあるままである。エアロゾルラインの近位
端は、エアロゾルラインを介してエアロゾルを生成装置によって器具に供給するために、
本明細書に説明する生成装置に接続される。
【００３３】
　本発明による器具および本発明による生成装置、ならびに本発明による装置のさらなる
特徴は、従属請求項、ならびに以下の説明および概略図から推測することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】エアロゾルの生成のための本発明による生成装置およびこれに接続された本発明
によるハンドリングセクションを備えた器具を備えた、本発明による典型的な装置の図で
ある。
【図２】例えば図１のような本発明の生成装置において使用することができる、本発明に
よる生成装置の混合ユニットの典型的な一実施形態の図である。
【図３ａ】例えば、図１のような典型的な実施形態による生成装置において使用するため
の液体容器を含む加圧容器の図である。
【図３ｂ】例えば、図１の典型的な実施形態による本発明による生成装置において使用す
るための液体容器を含む加圧容器の図である。
【図４】例えば、図１のような本発明の生成装置の典型的な実施形態において使用するこ
とができる本発明による器具の典型的な一実施形態の図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　図１は、エアロゾルの生成のための本発明による生成装置の典型的な一実施形態および
これに接続された医療器具の典型的な一実施形態を備えた装置の典型的な一実施形態を示
す。
【００３６】
　図４は、医療器具の典型的な一実施形態を示す。医療器具１０は、エアロゾルの生成装
置１２をさらに備える装置１１の一部であってよい。図１は、本発明による典型的な装置
１１を示す。医療器具１０は、医療処置、特に外科処置が実施されている間に器具１０を
取り扱うためのハンドリングセクション１５を備える。ハンドリングセクションは、ハン
ドル部またはアプリケータとも呼ばれ得る。ハンドリングセクション１５は、エアロゾル
を所望の領域内に目的を絞った形で分配するためにハンドリングセクション１５上に設け
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られたエアロゾル出口１６を配向するために、外科処置中に器具１０が取り扱われている
間、ユーザによって保持されたハンドリングセクションにおいて把持されるように構成さ
れ意図されるものであることが好ましい。チャネル１７が、ハンドリングセクション１５
内に延び、このチャネルは、ハンドリングセクション１５の遠位端上に配置されたエアロ
ゾル出口１６において環境内で終わり、そのエアロゾル出口から、エアロゾルをフルコー
ンスプレーＳの形で、またはジェットとして分配することができる。エアロゾルのフルコ
ーンスプレーまたはジェットは、例えば、組織構造を切断せずに押し広げることによる準
備のために、湿潤、冷却による熱損傷の防止のために、または液体のすすぎまたは煙の除
去による視界の改善のために、または煙の形成の最小化のために使用され得る。エアロゾ
ル出口１６の上流に、チャネル１７は、エアロゾル出口１６からの放出前にエアロゾル流
を加速するためのノズルを形成する狭窄部１８を有する。器具１０を作動させるための少
なくとも１つの制御要素１９が、ハンドリングセクション１５上に配置され、この制御要
素は、チャネル１７を通るエアロゾルの流れを遮断または除去するために使用され得る。
これは、例えば、エアロゾル出口１６へのエアロゾルの流れを止めるために、ハンドリン
グセクション内にチャネル１７を形成することができる制御要素１９を用いてホースまた
はチューブをクランプすることによって達成され得る。生成装置１２からハンドリングセ
クション１５まで、エアロゾルライン２０がつなげ、このエアロゾルラインによって、ハ
ンドリングデバイスのチャネル１７、したがってエアロゾル出口１６が、生成装置１２に
流体的に接続される。エアロゾルライン１２は、少なくとも１つのセクションでは、ホー
スラインである。本発明によれば、エアロゾルは、エアロゾルライン２０の近位端２１上
に配置された生成装置１２内で生成される。生成装置１２は、装置１１の近位端を形成す
る。エアロゾルを生成するために液体とガスをハンドリングセクション１５に別々に輸送
するためのラインは、こうして省略され得る。
【００３７】
　生成装置１２は、好ましくは、ベンチュリノズルを含む混合ユニット２５を備える。図
２は、図１による典型的な実施形態において使用できるような混合ユニット２５の例を示
す。混合ユニット２５は、ベンチュリノズルを形成するための狭窄部２７を有するチャネ
ル２６を備える。狭窄部２７の上流でチャネル２６に加圧ガスを装填するために、混合ユ
ニット２５は、加圧ガス用のポートを有する。狭窄部２７の下流では、チャネル２６は、
流体、特に液体をチャネル２６に供給するために、流体用の混合ユニット２５のポート３
０に接続される。流体がチャネル２６に入るチャネル２６の場所３１の下流で、混合ユニ
ット２５は、エアロゾル用の分配接続部３２を有する。分配接続部３２は、エアロゾルラ
イン２０に接続され、このエアロゾルラインは、器具１０のハンドリングセクション１５
およびエアロゾル出口１６につながる。
【００３８】
　混合ユニット２５は、混合ユニット２５に供給源３６からの加圧ガスを装填するために
、第１の加圧ガスライン３５によって、加圧ガス、特にＣＯ２の供給源３６に接続される
。図１に示すように、供給源３６は、例えば、ガスボトルなどの可動式加圧ガス貯蔵装置
、または固定式圧力貯蔵装置であってよい。好ましくは、加圧ガス貯蔵装置３６と混合ユ
ニット２５との間にポンプまたはコンプレッサはないが、加圧ガス貯蔵装置２６の圧力は
、エアロゾルの生成に十分なものである。狭窄部２７に上流において隣接するチャネル２
６のセクション４０と、加圧ガス貯蔵装置３６との間には、加圧ガス貯蔵装置３６からの
圧力を低減するための減圧装置４１が存在する。図示の典型的な実施形態では、これは、
減圧装置４１であり、加圧ガス貯蔵装置３６と加圧ガス用の混合ユニット２５の接続部４
２との間に配置される。減圧装置４１は、ガスボトル３６によって提供されるガス圧力を
、チャネル２６のセクション４０内で数バールまで低減するように構成され、このセクシ
ョン４０は、狭窄部２７の上流に隣接する。ガスの一部をチャネル２６のセクション４０
から分岐させて、この部分によって液体を混合ユニット２５にまたはその内部に押し込む
ために、混合ユニット２５は、狭窄部２７の上流に、容器４５に流体的に接続された第２
の加圧ガスライン４４内にガスを分岐するための分岐点接続部４３を備え、この容器を加
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圧ガスで装填することができる。その結果、容器４５は、第２の加圧ガスライン４４によ
って、混合ユニット２５と同じ加圧ガス貯蔵装置３６に接続される。当然ながら、混合ユ
ニット２５と同じ加圧ガス源３６から容器４５を装填するための分岐点４３は、代替とし
て、混合ユニット２５と供給源３６との間の混合ユニット２５の上流に配置されてもよい
。
【００３９】
　本発明による装置１１の実施形態は、加圧ガスで装填できるそのような容器４５（加圧
容器）を備える。ガス圧により、流体、特に加圧容器４５内に含まれる生理食塩水は、容
器４５から混合ユニット２５に押し出される。
【００４０】
　図３ａは、加圧容器４５の１つの実施形態の例を示している。加圧容器４５は、加圧容
器にガスを装填するためのポート４６と、液体を分配するためのポート４７とを有する。
装填用のポート４６は、第２の加圧ガスライン４４に接続される。加圧容器４５自体の壁
は、液体が流出することを防止する。図３ａによる加圧容器４５は、液体容器４９をこう
して形成し、この液体容器は、液体５１で充填レベルまで満たされる。液体レベル５３上
方のチャンバ５２は、装填用のポート４６を介して、数バールの圧力下のガスを装填する
ことができ、それにより、ガスは、液体レベル５３を直接的に押し、こうして液体５１を
ポート４７から押し出して分配する。分配に使用されるポート４７は、液体ライン５５に
接続され、この液体ライン５５は、他端で流体用の混合ユニット２５のポートに接続され
る。
【００４１】
　図３ｂは、図３ａによる加圧容器４５の実施形態の代替である実施形態の一例を示す。
図３ａによる実施形態とは異なり、加圧容器４５自体は、圧縮可能な液体容器４９、例え
ばバッグ４９を含む。バッグ４９周りのチャンバ５６は、装填用ポート４６を介して、数
バールのガス圧を有するガスが装填され、それにより、バッグ４９が圧縮され、その場合
、液体は、ポート４７から押し出されて分配される。例えば、バッグ４９は、特に装置１
１が使用される病院で利用可能な生理食塩水用の標準容器であってよい。例えば、バッグ
は、標準の輸液バッグである。好ましくは、液体を分配するためのポート４７は、医療分
野で使用される標準的な接続システムと一致するように構成される。例えば、ポートは、
ルアーシステムと一致するルアーロックポートであってよい。例えば、液体容器４９は、
懸架装置６１によって加圧容器４８の蓋６０から加圧容器４５の内部に懸架され得る。あ
るいは、加圧容器４５は、流体容器４９が、ガスボトルまたは減圧装置４１と狭窄部２７
の上流のチャネル２６のセクション４０との間のライン３５に接続される加圧容器４５内
に置かれるように構成されてよく、それにより、ガスボトルからの過剰な圧力は、流体容
器４９、特にバッグ４９上に作用することができる。予め充填された流体容器４９、例え
ば病院で利用可能な輸液バッグなどの標準的なバッグを使用する１つの利点は、流体容器
４９のような加圧容器４５の直接充填を省略できることである。混合ユニットに供給され
る生理食塩水の無菌性を確実にするための予防措置は、臨床用途のための無菌等張生理食
塩水の入った標準バッグ４９が使用される場合、より簡単である。
【００４２】
　図３ａおよび３ｂによる典型的な実施形態の代替策を表す典型的な実施形態では、例え
ば、膜またはピストンが加圧容器（図示せず）のチャンバを分割することが可能であり、
その場合、１つのチャンバ容積部は加圧ガスで満たされ、他のチャンバ容積部は流体を含
む。圧力は、加圧ガスによって液柱（図３ａのように）または液体容器（図３ｂのように
）に直接圧力をかける力で、膜またはピストンにかけられる。代替の典型的な実施形態を
参照すれば、加圧容器は、図３ａによる典型的な実施形態のように、液体容器を直接形成
するか、または図３ｂによる典型的な実施形態のように、可撓性（圧縮性）液体容器を含
むことができる。
【００４３】
　液体容器４９と、流体用混合ユニット２５のポート３０上のチャネル２６内のオリフィ
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ス３１との間には、液体容器とチャネル２６内のオリフィス３１との間の流体ライン５５
内の圧力を低減するために絞り装置６５が配置され得る。そうする際、液体の流量を調整
することができる。絞り装置６５上に発生する圧力降下が大きいほど、液体の流量は低く
なる。そうする際、ガスと液体の混合比を調整することができる。狭窄部の上流の混合ユ
ニット２５のチャネルセクション４０では、ガス流の静圧は、狭窄部内よりも大きく、そ
の方向に向かって流れが流動的に加速され、その結果、静圧が低下する。
【００４４】
　生成装置１２および／または供給源３６は、好ましくは、例えば１つまたは複数の運搬
装置を介してベースによって支持される。
【００４５】
　装置１１は、次のように機能する。ラインおよびチャネル内の流れの方向は、図ではラ
インおよびチャネルの隣または内部の矢印Ｐによって特定される。
【００４６】
　混合ユニット２５のチャネル２６には、例えば２バール以上、例えば約７バールの数バ
ールの圧力で、ガスボトル３６によってＣＯ２などのガスが装填される。ハンドリングセ
クション１５上で、ハンドリングセクション２５内のチャネル１７を形成するラインの通
路が空にされると、ガスはチャネル１７および第２の加圧ガスライン４４を通って加圧容
器４５に流れ込み、そこで液体を加圧容器４５から混合ユニット２５に押し出す。これは
、ガス圧力が液体バッグ４９上に直接作用して（図３ｂにより）前記バッグを圧縮し、し
たがって、流体ライン５５から混合ユニット２５内のチャネル２６までの液体に直接作用
するか、または圧力が（図３ａの典型的な実施形態による）液体表面５３上に直接作用す
ることで起こり得る。図示および説明する実施形態では、液体５１を混合ユニット２５に
搬送するために、液体容器４９が加圧されるという点で、液体５１に圧力を加えることが
できる。図３ｂによる実施形態では、液体供給は、加圧容器４５のバッグ４９の配向とは
関係無く確実にされる。混合ユニット２５のチャネル２６の狭窄部２７によって形成され
るベンチュリノズルをガスが流れるとき、狭窄部２７を形成するチャネル２６の最も狭い
点は、最大動圧および最小静圧を示す。ガスが混合ユニット２５のチャネル２６を通って
流れるとき、ガスは、チャネルの狭窄部２７で加速され、その場合、静圧は低下し、した
がって加圧容器４５内側の圧力よりも低くなる。その結果、ガスは液体を液体ライン５５
からガス流に吸い込み、その場合、液体は気化して液滴になり、この液体は、ガス流に沿
って運ばれる。狭窄部２７の上流に隣接する混合ユニット２５のチャネル２６のセクショ
ン４０は、図３ａによる典型的な実施形態では、生理食塩水によって占有される容器４５
の下側チャンバ５０ｂに接続される。狭窄部２７内の静圧と圧力容器４５内の圧力との差
の結果、生理食塩水は、ガス流内のその下流の狭窄部２７に搬送され、そこでガス流と混
合される。加圧容器４５内の圧力は、狭窄部２７に上流の隣接するチャネル２６のセクシ
ョン４０内の圧力の関数であり、その理由は、加圧容器４５が第２の加圧ガスライン４４
を介してセクション４０に接続されているためである。
【００４７】
　このようにして生成されたエアロゾルは、混合ユニット２５のエアロゾル出口からエア
ロゾルライン２０に入り、ハンドリングセクション１５内のチャネル１７を通ってハンド
リングセクション１５上の器具１０のエアロゾル出口１６に搬送され、ここで分配される
。狭窄部１８によって形成される、ハンドリングセクション１５上のエアロゾル出口１６
の上流のノズルにおいて、エアロゾルの流れは、ノズルによって加速される。
【００４８】
　説明する実施形態のように、器具１０の近位端２１上でエアロゾルの混合が起こる場合
、ハンドリングセクション１５（エアロゾルアプリケータ）の遠位端へのガス－水混合物
の継続的な輸送は、エアロゾルライン２０を通すだけで起こることができ、それにより、
別のラインは不要となる。例えば、混合ユニット２５は、器具１０が接続される装置内に
配置され得る。ガスおよび流体が合流する装置側混合ユニット２５は、例えばＹ字形状を
有することができる。
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【００４９】
　そうする際、液体流の輸送は、好ましくは、受動輸送ユニットを用いて、すなわち、電
動ポンプなしで行われ得る。好ましくは、液体容器４９と、流体が混合ユニット２５内の
チャネル２６に入る場所３１との間に電動ポンプは存在せず、このポンプは、混合ユニッ
ト２５のチャネル２６内で液体を輸送するように構成および意図されるものである。そう
する際、本発明の実施形態によれば、例えばガスボトルなどの加圧ガス貯蔵装置３６の圧
力は、さらに好ましくはジェットポンプを形成し得る混合ユニット２５に供給し、他方で
は、流体容器４９から混合ユニット２５に流体を押し出すために使用される。例えば、シ
リンジポンプまたはローラポンプなどの液体用の能動的輸送ユニットを備える装置と比較
して、本発明による装置１１は、液体容器４９と混合ユニット４５との間のそのようなポ
ンプが省略される実施形態では、デバイス内の能動的輸送ユニットにかかるコストを節約
できるという利点を提供する。この結果、本発明による装置１１は、製造および保守が比
較的安価であり、したがって比較的より好都合である。さらに、流体の質量流量は、第１
の加圧ガスライン３５内に加えられる圧力の関数である。したがって、吸引される液体の
量もまた、第１の加圧ガスライン３５内の圧力の関数である。したがって、提案された輸
送は、自己調整を提供する。狭窄部２７を有する混合ユニット２５によって形成されたジ
ェットポンプの、流体ライン５５に対する吸引が強くなるほど、加圧容器４５によって圧
力をかけることによる流体容器４９から流体ライン５５内への液体の押し出しはより強く
なる。
【００５０】
　開示されるのは、エアロゾルライン２０を介して生成装置１２に流体的に接続されたエ
アロゾル出口１６を備えた医療器具１０である。生成装置１２は、医療器具１０によって
分配するためのエアロゾルを生成するように構成される。加えて、生成装置１２の実施形
態では、例えば、本発明による器具１０を備えた装置１１において使用できる生成装置１
２が、述べられる。生成装置１２は、液体およびガスを一緒に混合するための混合ユニッ
ト２５を備え、この混合ユニット２５は、混合ユニット２５に液体を供給するために液体
容器４９に接続され、その場合、生成装置１２は、液体を液体容器４９から混合ユニット
２５に押し出すために、圧力下にあるガスのガス圧を利用して液体に圧力をかけるように
構成される。
【符号の説明】
【００５１】
　１０　医療器具
　１１　装置
　１２　生成装置
　１５　ハンドリングセクション
　１６　エアロゾル出口
　１７　チャネル
　１８　狭窄部
　１９　制御要素
　２０　エアロゾルライン
　２１　近位端
　２５　混合ユニット
　２６　混合ユニットのチャネル
　２７　混合ユニットのチャネルの狭窄部
　３０　ポート
　３１　場所／オリフィス
　３２　分配接続
　３５　第１の加圧ガスライン
　３６　供給源／加圧ガス貯蔵装置／ガスボトル
　４０　セクション
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　４１　減圧装置 
　４２　接続部
　４３　分岐点接続部／分岐点
　４４　第２の加圧ガスライン
　４５　容器／加圧容器
　４６　ポート
　４７　ポート
　４８　加圧容器の壁
　４９　液体容器／バッグ
　５１　液体
　５２ａ　チャンバ
　５２ｂ　チャンバ
　５３　液体レベル
　５５　液体ライン
　５６　チャンバ
　６０　蓋
　６１　懸架装置
　６５　絞り装置 
　Ｓ　フルコーンスプレーアロゾル
　Ｐ　矢印

【図１】

【図２】

【図３ａ】
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